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と聞きます．

本日は大相撲の初場所の千秋楽でしたが，

大野千賀(能美市)/布沢りょうこ(所沢
市)/山口康夫(善通寺市)/市川久美子(坂
戸市)/門田幸子(宿毛市)/紺野恭宏(仙台
市)/原田誠(笛吹市)/山崎一也(長野市)/
古田治(加茂郡白川町)/雨宮三枝子(東京
都板橋区)/池田文雄(東京都板橋区)/山
内一浩(豊中市)/高橋寛(仙台市)/前田ゆ
り(鶴ヶ島市)/四元和裕(古賀市)/大沼佳
恵(登米市)/井上郁美(大仙市)/紺野加世
子(福島市)

エストニ

ア出身の把瑠都関が優勝しました．先日

病気のはなし
閉塞性動脈硬化症 海老澤聡一朗，他
技術講座
免疫血清：QFT(クォンティフェロンTBゴールド：
第3世代)の有用性と採血時の注意 森 亨
血液：顆粒球機能検査 東 克巳
生理：シリーズ 乳房超音波検査・4
病変の超音波像：腫瘤①限局型腫瘤 壬生明美
疾患と検査値の推移
劇症1型糖尿病 芳川篤志，他
オピニオン
救急医療での臨床検査技師の役割 福塚勝弘
ワンポイントアドバイス
検体検査の事故防止策 恩田清美，他
Laboratory Practice
微生物：マクロライド耐性肺炎マイコプラズマ

山口徹也
生理：心臓CT検査と心臓カテーテル検査に
おける放射線皮膚被曝線量の低減 今関雅晴
生化学：異常値の原因と発見の糸口(後編)
分析段階での発見 中野幸弘
輸血：安全な輸血実施のために―日赤血液センター
の体制②血液センターの集約化による検査法の
統一化 平 力造
移植医療：移植医療と検査⑧造血幹細胞移植に
おけるHLA適合性 一戸辰夫
臨床医からの質問に答える
心エコー図検査で心膜液の量はどうやって量って
いるのですか？ 伊藤記彦
検査値を読むトレーニング 信州大学R-CPC
第4回 腰痛がひどく歩けなくなり入院した
20代女性 本田孝行，他

今月の表紙/ラボクイズ/臨床検査のピットフォール/
トピックス/けんさ外国語会話/他

は，プロ野

まだ，お正月気分も少し残る時期に，3月号のあと

がきを書かせていただいております．毎年感じます

が，年が明けて，新年度の4月までは，本当にあっと

いう間に過ぎてしまいます．まさに，「1月は行く，2

月は逃げる，3月は去る」です．この慣れ親しんだ

(？)パターンが変わるかもしれない事態が起きようと

しています．最近，マスコミで大々的に取り上げられ

ている大学秋入学の話です．少なからぬ大学がこれに

賛意を示し，歓迎する

球

北海道日本ハムファイターズのダルビッシュ投手のメ

ジャーリーグ テキサス・レンジャーズへの移籍が決

まりました．サッカーの世界も言わずもがなで，経済

活動だけでなく，スポーツの世界にも国境がなくなっ

てきています．学問にも，もちろん，国境はありませ

んが，それを支える大学に関しては，わが国の国際化

が遅れているという指摘は多いところでした．大学秋

入学という世界標準に合わせることは，わが国の大学

の国際化に最も有効な手段であることは間違いのない

ところです．今後，しっかりとした議論がなされるこ

とを期待するものです．

さて，本号の「病気のはなし」では，高齢化社会を

迎え重要性が高まっている化膿性脊椎炎が取り上げら

れています．血液検査，細菌学的検査などの基本検査

が診断に重要です．「技術講座」のうち，生化学検査

ではドライケミストリーが取り上げられていますが，

災害医療における臨床検査という観点でも重要です．

生理検査では乳腺超音波検査，光トポグラフィー検査

が取り上げられていますが，ともに，最近，注目度が

高い検査です．他の記事も，いつも同様，大変充実し

た内容になっています．本誌がお手元に届きます頃

は，きたる新年度に向けての準備などでお忙しいこと

と思いますが，ぜひご熟読ください．

(矢冨 裕)
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